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児玉年央・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

ワクチン開発のための世界トップレベル研究
開発拠点の形成事業 
ワクチン開発のための世界トップレベル研究
開発拠点群 長崎シナジーキャンパス（出島特
区）

20 5 1 0 0

児玉年央・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

日本医療研究開発機構研究費
AMR に関するアジア太平洋ワンヘルス・イニ
シアチブ(ASPIRE)における薬剤耐性菌ゲノム
サーベイランスと迅速検査系開発

児玉年央・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業
住血吸虫症の制圧・排除へ向けた統合的研究
開発

研　究　題　目

児玉年央・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

新興・再興感染症研究基盤創生事業（海外拠
点活用研究領域）
アジアにおける侵襲性サルモネラゲノム疫学
とそれに基づく病原性解析

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

児玉年央・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
新興・再興感染症研究基盤創生事業
ベトナムにおける新興・再興感染症研究推進
プロジェクト
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日吉大貴・准教授 公益財団法人 武田科学振興財団 代表
研究助成
ネズミチフス菌のT3SS-2を介した新規全身感
染機構の解析

科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化(A))
チフス性サルモネラ侵襲性発症機構の解明に
向けた新規マウスモデルを用いた解析

日吉大貴・准教授
国立研究開発法人 日本医療研究
開発機構

分担

新興・再興感染症研究基盤創生事業（海外拠
点活用研究領域）
アジアにおける侵襲性サルモネラゲノム疫学
とそれに基づく病原性解析

日吉大貴・准教授 日本学術振興会 代表

学術研究助成
病原体感染細胞と⾮感染細胞を区別したトラ
ンスクリプトーム解析ができるscRNA-seqの研
究開発

日吉大貴・准教授 日本学術振興会 代表

科学研究費助成事業 基盤研究(C)
ネズミチフス菌のエフェロサイトーシスを利
用した生存戦略

日吉大貴・准教授 公益財団法人 大山健康財団 代表
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